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本日の流れ

１．自己紹介・学校紹介

２．MYPの取り組みとDPの準備

３．IBが教師に与える変化

４．普通科での取り組み

５．おわりに



高知県立高知国際中学校・高等学校について

高知国際中学校
2018．4 開校（定員60名）

同 6 国際バカロレア（IB）ミドルイヤーズ・プログラム（MYP）候補校に認定。
プログラムを試行中。

2020. 9 MYP確認訪問完了。認定校決定の報告待ち。

高知国際高等学校
2019．9 ディプロマ・プログラム（DP）候補校に認定
2020秋～冬 DP確認訪問予定。

2021．4 開校予定

１．学校紹介・自己紹介 ２．MYPの取り組みとDPの準備 ３．IBが教師に与える変化 ４．普通科での取り組み ５．おわりに



高知県立高知国際中学校・高等学校について

高知南中・高等学校

統合

高知国際中学校

2023年度 高知国際中学校・高等学校に完全統合

高知西高等学校
→高知国際高等学校
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自己紹介
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広島大学大学院教育学研究科 社会科教育方法学専攻修了
Geographic Inquiry into Global Issues（GIGI）を通して地理の在り方を研究

高知県立高等学校で地理歴史科教員として16年間勤務
2005-2008    高知県立追手前高等学校
2009-2014    高知県立梼原高等学校
2015-2016 東京学芸大学付属国際中等教育学校
2017 高知県立高知国際中学校開校準備室
2018 高知県立高知西高等学校・高知県立高知国際中学校
2019-2020 高知県立高知西高等学校



IBに出会うまでの課題

地理の授業をどのようにして探究的な学習にするのか？
探究的な学習を行うにしても、教師主導ではどうしても、受動的な生徒が現れたり、
内容も教員の理解力によって思考が閉じられるものになってしまう可能性が高い。
生徒がより主体的に、自分の意見を持って取り組む授業にならないだろうか？

地理の授業を通して、どのように大学共通テストでの成
果をあげていくのか？

大学共通テストで必要とされる、知識理解や見方・考え方などをどのように学習させ
れば効率的に教えられるのか？
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IBの教育の特徴
5つの「学習の方法」（思考スキル、社会性スキル、コミュニ
ケーションスキル、自己管理スキル、リサーチスキル）と、6つ
の「指導の方法」（探究を基盤とした指導、概念に重点を置く
指導、文脈化された指導、協働に基づく指導、生徒の多様性に
応じて差別化した指導、評価を取り入れた指導）には、IBの教
育を支える重要な価値観と原則が含まれている。

IBO『 「地理」指導の手引き』2017年，p.11

⇒「学び方を学ぶ」学習

１．学校紹介・自己紹介 ２．MYPの取り組みとDPの準備 ３．IBが教師に与える変化 ４．普通科での取り組み ５．おわりに



高知国際
中学校での
MYP地理

（3）日本の諸地域

次の①から⑤までの考察の仕方を基にして，空間的相互依存作用や地域などに
着目して，主題を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して，以下の
ア及びイの事項を身に付けることができるよう指導する。
① 自然環境を中核とした考察の仕方
② 人口や都市・村落を中核とした考察の仕方
③ 産業を中核とした考察の仕方
④ 交通や通信を中核とした考察の仕方
⑤ その他の事象を中核とした考察の仕方

ア 次のような知識を身に付けること。（ア）幾つかに区分した日本のそれぞ
れの地域について，その地域的特色や地域の課題を理解すること。（イ）①か

ら⑤までの考察の仕方で取り上げた特色ある事象と，それに関連する他の事象や，
そこで生ずる課題を理解すること。
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。（ア）日本の諸

地域において，それぞれ①から⑤までで扱う中核となる事象の成立条件を，地域
の広がりや地域内の結び付き，人々の対応などに着目して，他の事象やそこで生
ずる課題と有機的に関連付けて多面的・多角的に考察し，表現すること。

『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 社会編』より
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高知国際
中学校での
MYP地理



IBO『 「地理」指導の手引き』2017年，pp.46-47

DP地理の単元
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DP地理（paper 2）の最終試験

「各国が直面する全ての人口統計上の課題の中で、最も深刻なのが高
齢化です。」この声明にどの程度同意しますか。[10]

「世界の最大の人口統計上の課題は、人口過密の大都市の成長で
す。」この声明にどの程度同意しますか。[10]

「気候変動は、最終的には人の移動の主な理由になるでしょう。」
この声明にどの程度同意しますか？ [10]
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DP地理（paper 3）の最終試験

（ａ） 文化特性が場所から場所への広がり方を分析しなさい。 [12]
（ｂ） グローバリゼーションと人間開発の関係について論じなさい。 [16]

（ａ） 例を使用しながら、さまざまな場所の文化的アイデンティティに対する
ディアスポラの人口の影響を分析しなさい。 [12]

（ｂ） 通信技術が人間開発のプロセスを助けたり妨げたりする方法について論
じなさい。 [16]

（ａ） 例を用いて、技術開発がどのように国家の安全を脅かしうるかを分析し
なさい。 [12]

（ｂ） グローバル文化はどの程度存在しますか。 [16]
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同僚の先生が感じた変化
先生 IBを教える前 IBを教え始めて

国語（３０代） 横並びの授業が多く、教科書を
意識した授業となっていた。

教科書を意識しなくなった。
多様な評価を意識するようになった。
使用する資料も多様になった。

国語（３０代） 教師からの一方的な授業となっ
ていた。

授業の進め方や、総括的評価課題に向けての取り
組みについて、生徒と一緒に考えるようになった。

数学（３０代） 公式を教えてから、その公式を
活用をさせる授業であった。

生徒の興味関心から始まり、公式を見つけ出す授
業となった。

英語（３０代） 授業で教えたことをどう活用す
るかを考えていた。

ゴールを考えるようになり、単元の設計や一時間
一時間の授業の準備を大事にするようになった。

社会（４０代） 生徒の個性は一人一人異なるこ
とは理解していた。

本当に人間はみんな違うんだということが腑に落
ちた。
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私が経験した変化の諸側面

変化の側面 IBを教える前 IBを教え始めて

授業 教師主導の指導

（受験に対応するための内容重視、
知識積み上げ型設計、教師による
説明や生徒が教師に知識を聞く）

生徒の主体的な学習の支援

（教科に軸を置いた探究の方法重視、逆向
き設計、スキャフォールディング）

総合的な探究の時間 生徒につけたい個別的なスキルを
意識した構成

探究のプロセスを意識した構成

生徒指導 ルールを教師の論理で教える指導 生徒を一人の個人としてサポート

教師としての在り方 教科間での見えない壁の存在 教科横断的な考え方

自身の在り方 無意識にこうあるべき 意識的にリフレーミング
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構成主義 客観主義（実証主義※）

知識 知識は、子供の生活的概念によって個性的に構成
される。

絶対的な真理・知識が厳然と存在する。

子ども 対象に能動的にかかわる実体。 知識を受動的に需要する主体。

授業論 子どもがどのように知識を構成していくか、その
環境の在り方に関心を持つ。

知識を分析し、分割し、構造化し、効率的に伝
達することに関心を持つ。

授業形態 ディスカッションが中心 一斉授業

学習形態 協働学習 個別学習

教師 共同研究者・支援者・学習環境コーディネーター 指導者

学級集団 共同研究者、協力者 孤立した個人の集まり

肯定的自己受
容間の形成

形成にプラスに働く。 学習目標達成の可否により、優越感と劣等感を
生む。

評価 自己評価によるメタ認知力形成、相互評価 評価基準に基づく外的評価

構成主義と客観主義（実証主義）の学習の比較

中澤静男・田渕五十生（2004）より発表者抜粋、 ※客観主義について久保田（2003）は実証主義と言っている。

１．学校紹介・自己紹介 ２．MYPの取り組みとDPの準備 ３．IBが教師に与える変化 ４．普通科での取り組み ５．おわりに



普通科の授業の変化

MYPとDPの学びの活用

探究の方法や概念的な考え方を習得すること
から始め、最終的には、事実に基づいて地理的
な事象を多面的・多角的に論じたり、評価する
ことができるような能力を育成する。
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普通科の授業の変化

気候の法則についての課題
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普通科の授業の変化
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普通科の授業の変化

地理的問いを使って、
説明をしよう！
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普通科の授業の変化
評価規準と換算表
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普通科の授業の変化
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普通科の授業の変化
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高知新聞朝刊
2020.10.22（木）



おわりに
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この発表をするにあたり、これまでの自身の取り組み
を深く振り返ることができました。また、同僚の先生と
も、仕事の話ではなく、教師としての学びをシェアしあ
うことができ、互いに信頼関係を深める大変良いチャン
スを与えていただけたと感じております。

このチャンスを与えてくれた、広島大学教育ヴィジョ
ン研究センターの皆様に心より感謝いたします。
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ご清聴

ありがとうございました


